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　様々な年齢（0、 3、 4、 5、 7、10、68、69、75、79、88、89および95才）の日本人皮膚に由来する線






法により 0 才および95才由来の細胞間で比較した。これらのNER因子の内、9 遺伝子について様々な年
齢（3、 4、 5、10、68、69、75および88才）の細胞におけるmRNA発現量をリアルタイムRT-PCR法により










べるため、老齢者および若齢者の細胞 1 例ずつを用い（ 0および95才）、約20種のNER因子のmRNA発現
量をATAC-PCR法により網羅的に比較した。その結果、老齢者由来の細胞では全体的な発現低下が見ら




修復合成に関わる因子（DNA polymerase δ 1、RFC4およびPCNA）に加齢による顕著な発現低下が見られ
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